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修
復
さ
れ
た
目
黒
山

山
神
宮
で
安
全
祈
願

〈
愛
媛
森
林
管
理
署
〉

　

九
月
二
〇
日
、
愛
媛
森
林
管

理
署
の
目
黒
森
林
事
務
所
管
内

に
あ
る
、
目
黒
山
山
神
宮
の
移

設
に
伴
い
、
安
全
祈
願
祭
を
行

い
ま
し
た
。
昭
和
一
一
年
に
目

黒
斫
伐
事
業
所
が
発
足
し
た

際
、
安
全
な
事
業
実
行
の
た
め

に
目
黒
山
二
○
八
五
林
班
の
岩

屋
に
祠
を
設
置
し
て
い
ま
し
た

が
、
当
時
は
林
道
等
が
開
通
し

て
お
ら
ず
利
便
性
が
悪
か
っ
た

た
め
、
昭
和
四
八
年
に
目
黒
林

道
起
点
に
祠
を
移
転
し
ま
し

た
。
そ
の
後
、
目
黒
林
道
と
保

戸
峰
林
道
と
が
接
続
し
利
便
性

が
向
上
し
た
こ
と
、
ま
た
祠
が

老
朽
化
し
た
こ
と
か
ら
、
地
元

住
民
の
方
々
よ
り
祠
を
修
繕

し
、
当
初
の
場
所
に
戻
し
て
欲

し
い
と
の
要
望
が
あ
り
ま
し

た
。

　

今
回
の
修
繕
及
び
移
設
に
際

し
、
発
起
人
で
あ
る
松
野
町
在

住
の
吉
福
文
雄
氏
を
は
じ
め
、

宇
和
島
市
在
住
の
影
平
忠
重

氏
、
民
間
の
林
業
事
業
体
や
運

送
会
社
等
、
様
々
な

関
係
者
及
び
関
係

機
関
に
ご
協
力
を

い
た
だ
き
、
岩
屋

へ
の
移
設
を
行
い

ま
し
た
。

　

安
全
祈
願
祭
で

は
、
愛
媛
森
林
管
理
署
職
員
及

び
九
月
時
点
で
南
予
計
画
区
に

お
い
て
事
業
実
行
中
の
請
負
事

業
体
が
参
加
し
、
大
山
祇
神
を

祀
る
目
黒
山
山
神
宮
及
び
御

代
ノ
川
山
山
神
宮
で

和
霊
神
社
の
神
官
に

祝
詞
を
唱
え
て
い
た

だ
き
、
参
加
者
一
同
、

安
全
に
対
す
る
意
識

を
向
上
し
、
今
後
の

国
有
林
野
事
業
に
お

け
る
安
全
を
祈
願
し
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
、
「
と
て
も
立

派
な
祠
に
修
復
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
を
機
に
よ
り
安
全
な
作
業

を
心
が
け
た
い
。
」
と
い
っ
た

声
が
き
か
れ
ま
し
た
。

　

愛
媛
森
林
管
理
署
で
は
、
今

後
と
も
、
労
働
災
害
の
減
少
に

向
け
て
、
関
係
機
関
や
関
係
者

と
協
力
し
な
が
ら
取
り
組
み
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

目
黒
山
山
神
宮
で
の
安
全
祈
願

修
復
さ
れ
た
祠

　

一
〇
月
四
日
、
高
松
市
塩
江

町
の
鷹
山
国
有
林
に
お
い
て

「
森
林
作
業
道
作
設
技
術
現
地

検
討
会
」
を
昨
年
に
続
き
開
催

し
ま
し
た
。

　

今
回
の
現
地
検
討
会
は
、
作

業
道
作
設
技
術
の
さ
ら
な
る
レ

ベ
ル
ア
ッ
プ
を
目
指
し
て
、
林

野
庁
森
林
技
術
総
合
研
修
所
林

業
機
械
化
セ
ン
タ
ー
の
加
利
屋

教
務
指
導
官
と
伊
久
間
係
員
を

講
師
に
招
い
て
開
催
し
た
も
の

で
、
森
林
組
合
等
の
林
業
事
業

体
や
県
・
市
町
職
員
等
の
総
勢

「
森
林
作
業
道
現
地

検
討
会
」
開
催

〈
香
川
森
林
管
理
事
務
所
〉
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四
九
名
の
参
加
者
と
な
り
ま

し
た
。

　

講
師
か
ら
は
、
「
森
林
作
業

道
作
設
の
ポ
イ
ン
ト
」
と
題
し
、

「
基
本
的
に
は
軽
四
輪
が
通
行

で
き
る
道
づ
く
り
を
考
え
る
。
」

「
工
法
や
使
え
る
資
材
（
石
等
）

等
は
地
域
や
現
場
毎
に
違
っ
て

お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
に

あ
っ
た
や
り
方
で
考

え
る
こ
と
。
他
の
現

場
で
や
っ
て
い
る
こ

と
が
、
こ
の
現
場
で

で
き
る
と
は
限
ら
な

い
。
」
「
線
形
を
決
め

る
と
き
に
は
、
ま
ず

残
す
木
を
決
め
る
。
」

等
ポ
イ
ン
ト
と
な
る

事
項
を
具
体
的
に
説

作
業
道
作
設
の
説
明
２

な
ア
ド
バ
イ
ス
に
、
参
加
者
か

ら
は
「
凄
く
わ
か
り
や
す
く
て

理
解
で
き
た
。
」
「
あ
ま
り
考
え

た
こ
と
な
か
っ
た
が
、
納
得
が

で
き
た
。
」
等
の
感
想
が
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
オ
ペ
レ
ー
タ
を
し

て
い
る
参
加
者
に
実
際
に
機
械

を
操
作
し
て
も
ら
い
な
が
ら
、

表
土
の
取
り
方
や
置
き
方
、
転

圧
に
あ
た
っ
て
の
注
意
点
、
さ

ら
に
は
丸
太
を
使
っ
た
ア
ン

カ
ー
補
強
の
や
り
方
等
に
つ
い

て
詳
細
な
指
導
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

最
後
に
、
参
加
者
か
ら
「
こ

の
よ
う
な
研
修
の
機
会
は
大
変

貴
重
。
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
こ

の
よ
う
な
指
導
が
で
き
る
よ
う

に
な
る
の
か
。
」
と
の
質
問
が

あ
り
、
講
師
か
ら
は
「
事
務
方

が
指
導
す
る
場
合
、
実
際
に

機
械
を
操
作
す
る
こ
と
が
少

な
い
こ
と
か
ら
、
こ
う
し
た

指
導
は
難
し
い
と
思
う
。
し

か
し
、
様
々
な
機
会
（
研
修

会
等
）
を
捉
え
た
り
、
先
進

的
な
事
業
体
か
ら
学
ぶ
な
ど

し
て
指
導
力
の
向
上
に
常
々

作
業
道
作
設
の
説
明
１

明
、
ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
失
敗

事
例
や
適
正
な
作
業
道
へ
補
正

す
る
改
修
技
術
と
し
て
「
急
勾

配
の
登
坂
路
の
縦
断
勾
配
は
、

Ｓ
字
カ
ー
ブ
を
入
れ
距
離
（
延

長
）
を
長
く
し
て
緩
和
す
る
。
」

等
、
ポ
ー
ル
を
手
に
身
振
り
手

振
り
を
交
え
た
熱
心
か
つ
丁
寧

努
め
て
ほ
し
い
。
林
業
機
械

化
セ
ン
タ
ー
も
協
力
し
、
セ

ン
タ
ー
の
研
修
に
参
加
い
た

だ
い
て
実
際
に
機
械
を
操
作

す
る
こ
と
で
技
術
を
習
得
し

て
ほ
し
い
。
」
と
回
答
、
参
加

者
一
同
、
技
術
向
上
の
必
要

性
と
経
験
を
重
ね
る
重
要
性

を
改
め
て
認
識
し
、
無
事
終

了
し
ま
し
た
。

　

当
所
で
は
、
今
後
と
も
こ
う

し
た
機
会
を
多
く
設
け
て
、
森

林
作
業
道
の
作
設
技
術
の
レ
ベ

ル
ア
ッ
プ
を
図
る
と
と
も
に
、

民
国
連
携
に
よ
る
共
同
施
業
に

つ
い
て
も
推
進
し
て
い
く
考
え

で
す
。
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一
〇
月
八
日
、
九
日
の
二
日

間
、「
香
り
豊
か
な　

香
川
の
ヒ

ノ
キ
」
を
テ
ー
マ
に
「
２
０
１
６

ウ
ッ
デ
ィ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

が
サ
ン
メ
ッ
セ
香
川
を
会
場
に

開
催
さ
れ
、
香
川
森
林
管
理
事

務
所
も
参
加
し
ま
し
た
。

　

今
回
で
二
九
回
目
と
な
る

ウ
ッ
デ
ィ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

は
、
香
川
県
木
材
需
要
拡
大
協

議
会
等
が
主
催
と
な
っ
て
県
産

ヒ
ノ
キ
の
普
及
を
目
的
に
開

催
、
製
材
加
工
セ
ン
タ
ー
や
木

造
住
宅
設
計
士
、
工
務
店
等

二
日
間
と
も
大
勢
の
家
族
連
れ

等
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

毎
年
参
加
し
て
い
る
香
川
森

林
管
理
事
務
所
で
は
、
森
林

づ
く
り
や
木
づ
か
い
の
大
切
さ

を
伝
え
る
パ
ネ
ル
展
示
や
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
を
配
布
す
る
と
と
も

に
、
技
術
普
及
課
か
ら
応
援
を

い
た
だ
き
、
「
ク
イ
ズ
に
答
え

て
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
」
や
「
木
工

「
２
０
１
６
ウ
ッ
デ
ィ

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
に

参
加

〈
香
川
森
林
管
理
事
務
所
〉

ケ
ロ
ケ
ロ
カ
エ
ル
だ
よ

三
〇
以
上
の
団
体
が
出
展
し
、

新
築
や
リ
フ
ォ
ー
ム
、
地
震
対

策
等
、
木
材
を
使
っ
た
建
築
に

関
す
る
様
々
な
相
談
は
も
と
よ

り
、
「
親
子
木
工
工
作
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
」
「
チ
ッ
プ
の
海
で

の
宝
探
し
」
「
ミ
ニ
ロ
グ
ハ
ウ

ス
上
棟
式
で
の
餅
投
げ
」
「
丸

太
切
り
競
争
」
な
ど
盛
り
だ
く

さ
ん
の
イ
ベ
ン
ト
も
行
わ
れ
、

ハ
ロ
ウ
ィ
ン
飾
り
製
作
中

教
室
」
を
実
施
。
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー

ム
で
は
賞
品
の
「
ジ
ー
ジ
ー

ゼ
ミ
」
や
「
ケ
ロ
ケ
ロ
カ
エ

ル
」
を
手
に
入
れ
よ
う
と
開
幕

早
々
か
ら
大
勢
の
親
子
連
れ
が

ク
イ
ズ
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、
長

蛇
の
列
に
な
る
な
ど
、
始
終
歓

声
が
絶
え
な
い
大
盛
況
ぶ
り
で

し
た
。
ま
た
、
木
工
教
室
で
も

子
ど
も
た
ち
が
思
い

思
い
の
ハ
ロ
ウ
ィ
ン

飾
り
に
夢
中
と
な
り
、

次
か
ら
次
へ
と
個
性

豊
か
な
ハ
ロ
ウ
ィ
ン

飾
り
が
で
き
あ
が
り
、

お
母
さ
ん
方
か
ら
も

「
素
敵
！
、
さ
っ
そ
く

飾
り
ま
す
。
」
と
大
好

評
で
し
た
。

　

香
川
所
の
ブ
ー
ス
に
は
二
日

間
で
一
三
〇
〇
人
を
超
え
る
親

子
連
れ
が
訪
れ
、
フ
ェ
ス
の
盛

り
上
げ
に
大
い
に
貢
献
で
き
た

も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー
の
出

題
者
と
し
て
も
参
加
、
今
年
か

ら
山
の
日
が
制
定
さ
れ
た
こ
と

や
「
木
づ
か
い
」
の
大
切
さ
を

秋
の
空
と
ジ
ー
ジ
ー
ゼ
ミ
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ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

　

香
川
県
で
は
、
民
有
林
も
こ

れ
か
ら
本
格
的
な
伐
期
を
迎
え

て
い
く
こ
と
か
ら
、
当
所
で
は

来
年
以
降
も
盛
り
上
げ
に
協
力

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

一
〇
月
一
五
日
及
び
一
六
日

の
両
日
、
久
万
高
原
町
の
恒
例

イ
ベ
ン
ト
「
第
四
六
回
久
万
林

業
ま
つ
り
」
が
同
町
の
久
万
公

園
ほ
か
で
開
催
さ
れ
、
大
勢
の

家
族
連
れ
や
観
光
客
な
ど
で
賑

わ
い
ま
し
た
。

久
万
林
業
ま
つ
り
に

参
加

〈
愛
媛
森
林
管
理
署
〉

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
基
幹
産
業

の
林
業
を
広
く
Ｐ
Ｒ
し
よ
う

と
、
町
内
の
林
業
関
係
者
ら
で

つ
く
る
実
行
委
員
会
が
毎
年
開

催
し
、
今
年
は
初
日
に
町
内
の

木
材
市
場
三
カ
所
で
優
良
材
の

市
売
り
を
開
催
し
た
ほ
か
研
究

結
果
の
紹
介
、
町
内
の
農
林
産

物
や
加
工
食
品
な
ど
の
販
売
が

参
加
者
で
賑
わ
う
当
署
ブ
ー
ス

あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
に
は
、
当
署

も
毎
年
参
加
し
て
お
り
、
今

年
も
石
鎚
山
系
に
生
育
す
る

珍
し
い
植
物
の
写
真
パ
ネ
ル

や
大
正
時
代
の
久
万
高
原
町

内
の
国
有
林
写
真
な
ど
を
展

示
す
る
と
と
も
に
、
主
に
小

学
生
を
対
象
と
し
た
間
伐
材

を
使
用
し
た
昆
虫
の
「
木
の

プ
レ
ー
ト
づ
く
り
」
コ
ー
ナ
ー

を
設
け
た
結
果
、
二
日
目
の

昼
す
ぎ
に
は
用
意
し
て
い
た

約
二
〇
〇
組
の
材
料
キ
ッ
ト

が
な
く
な
る
ほ
ど
の
大
盛
況

ぶ
り
で
し
た
。

　

屋
外
で
は
、
家
族
連
れ
ら
に

無
料
提
供
さ
れ
た
町
内
産
の
ス

ギ
材
を
使
い
、
親
子

で
協
力
し
て
切
り
分

け
た
木
を
丁
寧
に
組

み
立
て
、
日
曜
大
工

に
汗
を
流
す
姿
が
見

ら
れ
、
多
く
の
方
が

木
材
に
ふ
れ
あ
う
貴

重
な
機
会
に
な
っ
た

と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
は
ま

つ
り
の
記
念
企
画
と
し
て
、
町

内
に
あ
る
県
森
連
久
万
山
木
材

市
売
場
、（
株
）
久
万
木
材
市
場
、

久
万
広
域
森
林
組
合
久
万
市
場

の
三
原
木
市
場
が
初
の
取
組
と

し
て
共
同
販
売
会
を
開
催
し
ま

し
た
。

　

当
署
か
ら
も
委
託
販
売
契
約

し
て
い
る
（
株
）
久
万
木
材
市

場
に
優
良
材
の
ス
ギ
約
三
〇
立

方
ｍ
、
ヒ
ノ
キ
一
二
立
方
ｍ
を

出
品
し
主
催
者
か
ら
感
謝
さ
れ

る
と
と
も
に
、
出
品
材
の
最
高

値
は
径
級
四
四
㎝
、
長
級
八
．

〇
ｍ
の
ヒ
ノ
キ
に
立
方
ｍ
当
た

り
一
三
万
円
を
越
え
る
値
段
が

つ
く
な
ど
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
に

大
い
に
貢
献
す
る
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。

世
界
に
ひ
と
つ
の
マ
イ
プ
レ
ー
ト
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当
署
と
し
て
は
、
こ
の
よ
う

な
林
業
の
活
性
化
に
繋
が
る
行

事
に
は
今
後
と
も
積
極
的
に
参

加
し
、
国
有
林
の
Ｐ
Ｒ
を
行
う

と
と
も
に
、
た
く
さ
ん
の
方
に

木
に
親
し
ん
で
も
ら
い
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

一
〇
月
一
七
日
、
高
松
市
内

に
お
い
て
、
香
川
国
有
林
等

所
在
市
町
長
有
志
協
議
会
を
管

内
の
国
有
林
野
の
所
在
す
る
市

町
長
等
及
び
県
・
局
署
関
係
者

一
七
名
参
加
の
も
と
開
催
し
ま

し
た
。

　

本
協
議
会
は
、
地
域
社
会
と

国
有
林
野
事
業
の
連
携
の
強
化

を
図
り
、
地
域
に
お
け
る
産
業

の
振
興
又
は
住
民
の
福
祉
の
向

上
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
に

年
一
回
開
催
し
て
い
る
も
の
で

す
。

　

今
年
の
有
志
協
は
、
「
民
有

香
川
国
有
林
野
等
市
町

長
有
志
協
議
会
を
開
催

〈
香
川
森
林
管
理
事
務
所
〉

合
同
市
の
状
況

　

一
〇
月
一
八
日
、
一
九
日
の

二
日
間
、
飯
野
山
国
有
林
に
お

い
て
、
坂
出
市
消
防
本
部
・
香

川
県
防
災
航
空
隊
と
合
同
で
救

急
・
救
助
訓
練
を
実
施
し
ま
し

た
。

　

こ
の
訓
練
は
、
坂
出
市
消
防

本
部
が
実
施
す
る
本
格
的
な
山

岳
救
助
訓
練
に
併
せ
、
当
所
が

合
同
訓
練
を
要
請
し
実
現
し
た

も
の
で
、
当
所
職
員
も
二
班
に

分
か
れ
て
訓
練
に
参
加
し
ま
し

た
。 坂

出
市
消
防
本
部
・
香

川
県
防
災
航
空
隊
と
の

合
同
救
助
訓
練
を
実
施

〈
香
川
森
林
管
理
事
務
所
〉

有
志
協
議
会
の
状
況

林
と
国
有
林
が
連
携
し
た
地
方

再
生
の
取
組
」
を
テ
ー
マ
と
し

て
、
代
表
世
話
人
で
あ
る
栗
田

ま
ん
の
う
町
長
の
進
行
で
議
事

が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

 
 

会
議
で
は
、
管
理
局
や
当
所

か
ら
事
業
概
要
が
説
明
さ
れ
た

後
、
市
町
か
ら
地
方
再
生
へ
の

取
組
に
等
に
関
す
る
意
見
や
要

望
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

 
 

ま
ん
の
う
町
か
ら
は
、
林
業
、

木
材
産
業
の
振
興
を
図
り
、
定

住
を
促
進
す
る
た
め
に
、
町
内

の
森
林
か
ら
生
産
か
つ
加
工
さ

れ
た
町
産
材
を
使
っ
て
住
宅
等

を
新
築
ま
た
は
増
築
す
る
場
合

に
建
築
経
費
の
一
部
と
し
て
最

高
二
〇
〇
万
円
ま
で
補
助
で
き

る
よ
う
に
し
た
こ
と
や
、
ま
た
、

町
産
材
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
た

児
童
館
を
二
カ
所
建
設
予
定
と

の
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、

東
か
が
わ
市
か
ら
は
、
近
年
シ

カ
の
生
息
が
確
認
さ
れ
始
め
た

の
で
被
害
が
確
認
さ
れ
た
ら
国

有
林
の
協
力
を
願
い
た
い
、
等

の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

管
理
局
や
当
所
か
ら
は
、
各

市
町
の
取
組
に
対
し
支
援
・
連

携
を
推
進
し
た
い
旨
回
答
し
、

有
意
義
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
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防
災
ヘ
リ
収
容
の
様
子

　

一
〇
月
一
九
日
、
愛
媛
県
武

道
館
に
お
い
て
、
「
愛
媛
国
有

林
野
等
所
在
市
町
長
有
志
協
議

会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

本
協
議
会
は
地
域
社
会
と
国

有
林
野
事
業
の
連
携
の
強
化
を

図
り
、
地
域
に
お
け
る
産
業
の

振
興
又
は
住
民
の
福
祉
の
向
上

に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
に
年

一
回
開
催
し
て
い
る
も
の
で

す
。

　

会
議
に
は
管
内
市
町
か
ら

河
野
久
万
高
原
町
長
、
清
水
愛

南
町
長
を
は
じ
め
担
当
部
課

長
等
、
川
畑
署
長
ほ
か
署
関

愛
媛
国
有
林
野
等
所
在

市
町
長
有
志
協
議
会
を

開
催

〈
愛
媛
森
林
管
理
署
〉

池
本
所
長
に
よ
る
講
評

ム
を
受
け
て
香
川
県
内
で
も
山

で
転
倒
・
滑
落
等
に
よ
る
ケ
ガ

や
遭
難
が
増
え
る
な
ど
、
消
防

や
防
災
ヘ
リ
の
出
動
回
数
も

年
々
増
加
傾
向
に
あ
る
と
の
こ

と
で
す
。

　

今
回
の
訓
練
で
は
、
登
山
者

の
み
な
ら
ず
国
有
林
野
事
業
に

お
け
る
労
働
災
害
な
ど
山
間
部

で
の
事
故
や
災
害
に
お
い
て
、

救
急
隊
と
の
連
携
に
よ
り
、
い

か
に
迅
速
且
つ
適
切
に
被
災
者

を
救
護
し
医
療
機
関
に
引
き
継

ぐ
こ
と
の
重
要
性
に
つ
い
て
職

員
全
員
が
再
認
識
す
る
こ
と
が

で
き
た
貴
重
な
体
験
と
な
り
ま

し
た
。

　

な
お
、
県
防
災
航
空
隊
と

は
、
今
回
の
訓
練
を
機
に
、
よ

り
奥
地
の
国
有
林
で
も
合
同
救

助
訓
練
を
行
う
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。

救
護
訓
練
の
様
子

　

初
日
は
、
職
員
が
ス
ズ
メ
バ

チ
に
頸
部
を
刺
さ
れ
自
己
注
射

器
を
使
用
し
た
想
定
、
二
日
目

は
、
職
員
が
滑
落
事
故
に
遭
っ

た
想
定
で
訓
練
を
行
い
ま
し

た
。

　

同
僚
職
員
が
一
一
九
番
通

報
、
消
防
本
部
の
隊
員
が
現
場

に
急
行
し
応
急
手
当
等
救
護
を

行
う
と
と
も
に
防
災
ヘ
リ
の
出

動
要
請
、
実
際
に
防
災
ヘ
リ
に

被
災
職
員
を
収
容
し
病
院
ま
で

搬
送
し
て
病
院
へ
の
引
き
継

ぎ
、
と
一
連
の
訓
練
が
行
わ
れ

ま
し
た
が
、
隊
員
に
は
全
く
訓

練
の
シ
ナ
リ
オ
が
示
さ
れ
て
お

ら
ず
現
場
で
状
況
判
断
し
て
臨

機
に
対
応
す
る
本
番
さ
な
が
ら

の
隊
員
の
訓
練
に
、
参
加
し
た

職
員
も
緊
張
感
を
持
っ
て
隊
員

と
連
携
し
真
剣
に
取
り
組
ん
で

い
ま
し
た
。

　

訓
練
後
、
連
携
体
制
等
を

確
認
し
た
後
、
県
防
災
航
空

隊
長
と
当
所
所
長
に
よ
る
講

評
を
行
い
訓
練
を
終
了
し
ま

し
た
。

　

国
有
林
で
も
請
負
事
業
で
の

災
害
は
も
と
よ
り
、
職
員
の
滑

落
事
故
等
が
多
発
傾
向
に
あ
り

ま
す
。
一
方
、
近
年
の
登
山
ブ
ー
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係
者
、
四
国
森
林
管
理
局
か

ら
田
口
森
林
整
備
部
長
、
松

本
計
画
課
長
、
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー

と
し
て
重
松
愛
媛
県
森
林
局

長
が
出
席
し
、
代
表
世
話
人

で
あ
る
河
野
久
万
高
原
町
長

の
議
事
進
行
に
よ
り
、
四
国

森
林
管
理
局
及
び
当
署
の
事

業
概
要
、
平
成
二
九
年
度
林

野
庁
予
算
概
算
要
求
の
概
要

等
が
説
明
さ
れ
た
後
、
各
市

町
か
ら
国
有
林
に
対
す
る
意

見
や
要
望
等
が
出
さ
れ
ま
し

た
。

　

各
市
町
か
ら
の
意
見
や
要
望

と
し
て
、
久
万
高
原
町
か
ら
林

業
担
い
手
の
確
保
の
た
め
の
安

定
的
な
事
業
の
発
注
や
低
コ
ス

ト
化
に
関
す
る
技
術
開
発
と
民

間
へ
の
普
及
が
要
望
さ
れ
る
と

と
も
に
、
国
有
林
材
の
安
定
供

給
シ
ス
テ
ム
販
売
や
シ
カ
被
害

対
策
の
詳
し
い
内
容
や
保
安
林

内
の
植
栽
本
数
削
減
、
ま
た
剣

山
地
区
で
の
ク
マ
の
生
息
状
況

に
つ
い
て
の
質
問
等
が
出
さ

れ
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
熱
心
な

意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

当
署
と
し
て
も
市
町
か
ら
の

有
志
協
議
会
の
状
況

意
見
等
を
踏
ま
え
、
愛
媛
県
内

唯
一
の
林
野
庁
の
出
先
機
関
と

し
て
、
よ
り
一
層
公
益
重
視
、

民
国
連
携
を
推
進
し
、
「
国
民

の
森
林
」
と
し
て
相
応
し
い
国

有
林
の
管
理
経
営
に
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

　

一
〇
月
二
一
日
、
奈
半
利
小

学
校
六
年
生
一
九
名
、
保
護
者

一
三
名
、
先
生
二
名
と
、
当
署

よ
り
、
署
長
外
六
名
で
野
根
山

街
道
散
策
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

こ
の
行
事
は
、
奈
半
利
小
学

校
が
、
三
〇
年
以
上
前
か
ら
「
自

然
に
親
し
む
体
験
」
と
「
地
域

奈
半
利
小
学
校

野
根
山
街
道
散
策

〈
安
芸
森
林
管
理
署
〉

の
歴
史
学
習
」
を
目
的
に
行
っ

て
い
る
行
事
で
、
当
署
も
毎
年

参
加
し
て
い
ま
す
。

　

野
根
山
街
道
は
、
奈
半
利
町

か
ら
東
洋
町
を
尾
根
伝
い
に
結

ぶ
山
道
で
、
一
二
二
一
年
の
「
承

久
の
乱
」
に
て
流
刑
と
な
っ
た

土
御
門
上
皇
が
通
ら

れ
、
ま
た
、
藩
政
時

代
に
は
参
勤
交
代
の

通
行
路
、
幕
末
に
は

中
岡
慎
太
郎
な
ど
の

志
士
脱
藩
の
道
に
な

る
な
ど
、
多
く
の
歴

史
を
刻
ん
で
来
た
古

道
で
す
。

　

今
回
は
、
宿
屋
ス

ギ
登
山
口
か
ら
米
ヶ

岡
生
活
体
験
学
校
ま

宿
屋
ス
ギ
の
大
き
さ
を
実
感
す
る
児
童

で
の
約
七
㎞
の
コ
ー
ス
を
歩
き

ま
す
。

　

宿
屋
ス
ギ
で
は
、
児
童
が
手

を
つ
な
い
で
、
幹
周
り
を
囲
み
、

「
大
き
い
ね
～
」
な
ど
と
言
い

な
が
ら
、
そ
の
大
き
さ
を
ひ
し

ひ
し
と
実
感
し
て
い
る
よ
う
で
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し
た
。

　

途
中
に
、
イ
ノ
シ
シ

が
作
っ
た
ヌ
タ
場
に
足

を
と
ら
れ
た
り
、
石
や

枝
に
つ
ま
づ
い
た
り
し

な
が
ら
も
、
楽
し
く
自

然
を
満
喫
し
て
い
た
よ

う
で
す
。

　

ま
た
、
「
宿
屋
ス
ギ
」

や
「
笑
い
栂
」
等
の
名

前
の
由
来
な
ど
の
、
地

域
の
歴
史
な
ど
に
興
味
を
示
し

て
い
ま
し
た
。

　

下
山
後
の
解
散
式
で
は
、
児

童
の
代
表
よ
り
、
「
街
道
の
途

中
に
は
、
急
な
坂
道
や
、
穴
の

あ
い
た
と
こ
ろ
で
転
び
そ
う
に

な
っ
た
り
、
石
畳
の
と
こ
ろ
で

は
、
苔
が
あ
っ
て
滑
り
そ
う
に

な
っ
た
り
し
ま
し
た
が
、
自
然

に
触
れ
る
良
い
経
験
に
な
り
ま

し
た
。
」
な
ど
の
感
想
が
発
表

さ
れ
ま
し
た
。

　

当
署
と
し
て
も
、
地
域
の
児

童
や
保
護
者
の
方
が
地
元
の
自

然
や
歴
史
、
ま
た
、
国
有
林
に

親
し
む
良
い
機
会
で
も
あ
り
、

散
策
の
感
想
を
発
表
す
る
児
童

　

高
知
労
働
基
準
監
督
署
と
高

知
中
部
森
林
管
理
署
及
び
嶺
北

森
林
管
理
署
に
よ
る
連
絡
協
議

会
を
一
〇
月
二
四
日
に
嶺
北
森

林
管
理
署
管
内
の
桑
ノ
川
山
国

有
林
五
林
班
に
お
い
て
開
催
し

ま
し
た
。

　

当
日
は
、
監
督
署
か
ら
署
長

お
よ
び
安
全
衛
生
課
長
に
参
加

保
全
整
備
事
業
パ
ト
ロ
ー
ル

い
た
だ
き
、
現
場
に
て
嶺
北
署

長
の
開
会
挨
拶
後
、
監
督
署
よ

り
管
内
労
働
災
害
発
生
状
況
等

の
説
明
を
受
け
、
午
前
中
は
森

林
環
境
保
全
整
備
事
業
（
保
育

間
伐
【
活
用
型
】
）
、
午
後
は
治

山
工
事
（
谷
止
工
）
と
二
箇
所

の
現
場
パ
ト
ロ
ー
ル
と
講
評
を

行
い
ま
し
た
。

　

パ
ト
ロ
ー
ル
で
は
、
各
事
業

平
成
28
年
度
高
知
労
働

基
準
監
督
署
と
の
連
絡

協
議
会
を
開
催

〈
嶺
北
森
林
管
理
署
〉

こ
の
先
四
〇
年
、
五
〇
年
と
続

け
て
い
け
る
よ
う
な
、
奈
半
利

小
学
校
の
伝
統
行
事
と
し
て
協

力
し
て
い
き
た
い
と
思
う
一
日

で
し
た
。

の
監
督
員
や
現
場
の
請
負
担

当
者
と
の
意
見
交
換
等
が
行
わ

れ
、
パ
ト
ロ
ー
ル
後
の
講
評
の

中
で
、
保
育
間
伐
【
活
用
型
】

現
場
に
お
い
て
は
、
集
材
機
周

辺
の
通
路
と
な
る
部
分
の
資
材

の
整
理
等
に
つ
い
て
指
導
を
受

け
ま
し
た
が
、
治
山
工
事
現
場

で
は
、
「
会
社
の
中
で
安
全
の

継
承
が
な
さ
れ
て
お
り
、
安
全

に
対
す
る
「
詰
め
」
も
す
ば
ら

し
く
他
の
模
範
と
な
る
現
場
」

と
の
お
褒
め
の
言
葉
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
監
督
署
か
ら
は
「
よ

り
安
全
に
と
い
う
視
点
で
、
現

場
の
姿
勢
や
雰
囲
気
を
見
て
い

る
。
私
ど
も
が
点
検
に
入
っ
た

現
場
か
ら
は
災
害
を
起
こ
さ
せ



	 グリーン四国	 № 1160	

― 17 ―

　

こ
の
現
地
検
討
会
は
、
一
〇

月
二
七
日
、
三
好
市
と
東
三
好

町
の
林
務
担
当
者
を
は
じ
め
、

徳
島
県
、
森
林
整
備
セ
ン
タ
ー

徳
島
水
源
林
整
備
事
務
所
、
事

業
体
と
国
有
林
に
隣
接
す
る
民

有
林
所
有
者
な
ど
、
四
三
名
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
生
産
事
業
地
で
あ

る
落
合
国
有
林
に
お
い
て
、
列

市
町
村
の
林
務
担
当
者

を
対
象
に
し
た
列
状
間

伐
現
地
検
討
会
を
実
施

〈
徳
島
署
〉

状
間
伐
を
テ
ー
マ
に
開
催
し
ま

し
た
。

　

こ
の
取
組
は
、
本
年
四
月
に

地
域
の
森
林
・
林
業
の
再
生
に

向
け
た
課
題
解
決
に
つ
い
て
、

民
国
連
携
し
て
取
り
組
む
こ

と
を
目
的
と
し
て
設
置
し
た

「
三
好
地
区
ケ
ー
ス
ス
ダ
デ
ィ

会
議
」
に
お
い
て
、
市
町
村

の
林
務
担
当
者
の
経
験
不

足
等
に
よ
る
技
術
者
育
成

が
懸
念
さ
れ
、
林
業
を
観

て
学
ぶ
機
会
が
必
要
と
の

地
域
か
ら
の
意
見
を
踏
ま

え
、
当
署
が
計
画
・
実
行

し
た
も
の
で
す
。

　

検
討
会
で
は
、
伐
採
列

幅
、
残
存
列
幅
な
ど
が
異

な
る
三
つ
の
試
験
地
毎
の

伐
採
率
・
量
、
作
業
工
程
な
ど

の
説
明
の
後
、
意
見
交
換
を
行

い
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、
「
低
コ
ス

ト
林
業
を
進
め
る
上
で
、
列
状

間
伐
の
定
着
は
必
要
。
」
「
そ
れ

ぞ
れ
の
現
場
に
マ
ッ
チ
ン
グ
し

た
列
状
間
伐
が
あ
る
の
で
は
な

い
か
。
」
「
残
存
木
を
い
か
に
傷

治
山
事
業
パ
ト
ロ
ー
ル

試
験
地
で
の
説
明
１

な
い
と
い
う
姿
勢
で
点
検
等
を

行
っ
て
い
る
。
ご
協
力
願
い
ま

す
。
」
と
の
協
力
要
請
が
あ
り

ま
し
た
。

　

最
後
に
高
知
中
部
署
長
よ
り

閉
会
の
挨
拶
が
あ
り
、
今
後
と

も
連
絡
協
議
会
を
通
じ
て
、
労

働
基
準
監
督
署
と
森
林
管
理

署
が
連
携
を
図
り
な
が
ら
森

林
・
林
業
の
現
場
か
ら
労
働
災

害
を
無
く
し
て
い
く
こ
と
を
確

認
し
連
絡
協
議
会
を
終
わ
り
ま

し
た
。

試
験
地
で
の
説
明
２

め
な
い
た
め
に
は
、
伐
採
列
を

検
討
す
る
段
階
で
、
そ
れ
に

あ
っ
た
作
業
道
の
整
備
が
重
要

な
の
で
は
な
い
か
。
」
な
ど
、

活
発
な
意
見
交
換
が
さ
れ
ま
し

た
。

　

徳
島
署
で
は
、
今
回
出
さ
れ

た
意
見
等
を
踏
ま
え
、
こ
れ
か

ら
も
列
状
間
伐
の
拡
大
・
普
及

に
努
め
て
い
き
ま
す
。
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平成 28 年 11 月 7 日（月）

　四国国有林等所在市町村長連絡協議会� 【四国森林管理局】

平成 28 年 11 月 10 日（木）

　「シカ被害地での低コスト再造林」現地検討会

【高知県四万十町大正　コビ穴山国有林周辺】

平成 28 年 11 月 12 日（土）

　保護林観察ツアー

【高知県高岡郡津野町　小筋畝山・不入山国有林】

平成 28 年 11 月 12 日（土）

　寒蘭花の展示

【四国森林管理局１階　ふれあい館 9:00 ～ 16:00】

平成 28 年 11 月 14 日（月）～ 11 月 18 日（金）

　会計実地検査� 【四国森林管理局・徳島署・香川所・四万十署】

平成 28 年 11 月 28 日（月）～ 11 月 29 日（火）

　第２回森林管理署長等会� 【四国森林管理局】

平成 28 年 11 月 29 日（火）

　発注者綱紀保持研修� 【四国森林管理局】

平成 28 年 11 月 30 日（水）～ 12 月 2 日（金）

　土木技術研修� 【四国森林管理局】


